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１．学習指導要領改訂の理念

本年３月９日に高等学校学習指導要領が改訂，

告示された（以下，新学習指導要領という）。新

学習指導要領は理念として，現行学習指導要領の

理念である［生きる力］＊１の育成を継承している。

理念の継承について中央教育審議会は次の２つの

視点から検討を加えた。第１の視点は，教育基本

法改正をはじめとする教育に関する法制の変化へ

の対応である。改正教育基本法（平成１８年１２月２２

日改正）は，教育の目標を規定した第２条第１

項＊２で知・徳・体をバランス良く身に付けた調和

のある人間の育成を挙げている。ここでいうバラ

ンスのとれた知・徳・体とは，まさに［生きる力］

のことである。ここで留意すべきことは，情報活

用能力は「幅広い知識と教養」の重要な要素であ

るとともに，情報モラルは「豊かな情操と道徳心」

を構成する考え方と態度であると考えることがで

きるということである。

第２の視点は，社会構造の変化への対応であ

る。２１世紀は「知識基盤社会」＊３の時代といわれ

ている。知識基盤社会の時代に生きる子どもたち

に求められる力は，課題を見出し解決する力，知

識や技能を更新するために生涯にわたって学習を

継続していくことができる力，他者や社会，自然

や環境と共に生きることができる力などである。

これらの力は，まさに［生きる力］である。ここ

で留意すべきことは，情報活用能力は「課題を見

出し解決する力」の基盤を形成する力であると考

えることができるということである。

中教審は，２つの視点からの検討の結果，［生

きる力］の育成という理念はますます重要であ

り，新学習指導要領の理念として位置付けること

にした。

２．学習指導要領改訂の基本的な方向性

学習指導要領改訂の基本的な方向性として，次

の３点を挙げることができる。

（１）教育基本法改正等で明確になった教育の理

念を踏まえ［生きる力］を育成

（２）知識・技能の習得と思考力・判断力・表現

力等の育成のバランスの重視

＊１［生きる力］
○基礎・基本を確実に身に付け，いかに社会が変化しようと，自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，行動し，
よりよく問題を解決する資質や能力

○自らを律しつつ，他人とともに協調し，他人を思いやる心や感動する心などの豊かな人間性
○たくましく生きるための健康や体力

＊２教育基本法第２条（教育の目標）
教育は，その目的を実現するため，学問の自由を尊重しつつ，次に掲げる目標を達成するよう行われるものとする。
１ 幅広い知識と教養を身に付け，真意を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やかな身体を養うこと。（以
下略）

＊３新しい知識・情報・技術が政治・経済・文化をはじめ社会のあらゆる領域での活動の基盤として飛躍的に重要性を増す時代

新高等学校学習指導要領と教科「情報」
～教科「情報」はどのように変わるか～
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思考力・判断力・表現力等をはぐくむ

学習活動の例

�体験から感じ取ったことを表現する
�事実を正確に理解し伝達する
�概念・法則・意図などを解釈し，説明したり活
用したりする

�情報を分析・評価し，論述する
�課題について，構想を立て実践し，評価・改善
する

�互いの考えを伝え合い，自らの考えや集団の考
えを発展させる

（３）道徳教育や体育などの充実により，豊かな

心や健やかな体を育成

改正学校教育法（平成１９年６月２７日改正）は，

第３０条第２項＊１で生涯学習の理念を踏まえつつ，

学力の要素を次のように明記した。

�基礎的な知識及び技能
�思考力・判断力・表現力等
�主体的に学習に取り組む態度
高等学校における教育も，この学力の３要素を

はぐくむことを目標に行われる。このうち，２番

目の思考力・判断力・表現力等については，確実

に身に付けさせるための手だてとして，これらを

育成する具体的な学習活動をつぎのように６つ例

示するとともに，新学習指導要領の内容等を構成

する際，各教科・科目等の性格やねらい，生徒の

発達段階に応じて，それらの内容等に意識的に組

み入れている。

これらの学習活動を授業等で行っている生徒の

姿を思い浮かべたとき，共通して言語を使って活

動している子どもたちの姿を見出すことができ

る。そこで，学習指導要領改訂のポイントの一つ

として言語活動の充実が挙げられることになる。

他方，情報やコンピュータや情報通信ネットワー

クなどの情報手段を活用している生徒の姿も見え

てくるはずである。つまり，思考力・判断力・表

現力等を育むための学習活動を適切に行うために

は，その基盤となる力として情報や情報手段を適

切に活用することができる力，つまり情報活用能

力が必要になる。これらの学習活動では，言語活

動の充実と情報教育の充実との重要性は，表裏一

体なのである。このことは，改正学校教育法第２１

条（義務教育の目標）第４項＊２に「情報」の２文

字が新たに加わり，義務教育段階から情報に関す

る基礎的な理解と技能を養うことを目指した教育

を求めていることからも理解することができる。

３．普通教科「情報」改善の方向性

中央教育審議会答申（平成２０年１月１７日，以下

「答申」という）は，普通教科「情報」の改善の

方向性について次のように提言している（答申

p．４５）。

「高等学校に入学してくる生徒の知識・技能に

大きな差が見られること等を踏まえ，義務教育段

階における指導内容を見通した検討を含め，その

内容の改善を図る必要がある。」

この提言の趣旨を踏まえ，普通教科「情報」に

ついては次のような改善が図られている。

○情報社会を構成する一員として，社会の情報化

の進展に主体的に対応できる能力と態度を育成

する観点から，情報教育の目標の３観点のうち

「情報の科学的な理解」や「情報社会に参画す

る態度」を柱にして，科目の構成・内容を改善

している。

○情報活用能力を確実に身に付けさせるために，

小学校・中学校・高等学校を通して体系化され

た情報教育の指導内容を踏まえ，一部重複させ

るなどして指導をより一層充実している。

＊１学校教育法第３０条第２項
前項の場合においては，生涯にわたり学習する基盤が培われるよう，基礎的な知識及び技能を習得させるとともに，これらを活用し

て課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力その他の能力をはぐくみ，主体的に学習に取り組む態度を養うことに，特に意
を用いなければならない。
＊２学校教育法第２１条
義務教育として行われる普通教育は，教育基本法第５条第２項に規定する目的を実現するため，次に掲げる目標を達成するよう行わ

れるものとする。
４ 家族と家庭の役割，生活に必要な衣，食，住，情報，産業その他の事項について基礎的な理解と技能を養うこと。
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○各科目の内容に情報モラルを項目立てし，情報

モラルを身に付けさせる学習活動を重視してい

る。

４．普通教科「情報」改訂のポイント

（１）科目の構成について

現行の高等学校学習指導要領を改訂するに当た

って，「情報化の進展に対応した初等中等教育に

おける情報教育の推進等に関する調査研究協力者

会議」は平成９年１０月の第１次報告の中で次のよ

うに提言している。

「高等学校では，普通教育に関する教科として

「情報（仮称）」を設置し，その中に複数の科目を

設置する。内容としては，「情報の科学的な理解」

及び「情報社会に参画する態度」に関する事項で

構成する基礎的な科目を設けることとする。この

ほか，生徒の多様な実態に配慮し，「情報の科学

的な理解」及び「情報社会に参画する態度」に関

する事項のうち特定の内容に重点を置き，演習，

実習を豊富に取り入れた科目や，コンピュータ等

の情報手段を積極的に活用する科目を設けるな

ど，選択の幅を確保することが望ましい。」

このことを踏まえ，現行高等学校学習指導要領

では，普通教科「情報」の科目として，コンピュ

ータや情報通信ネットワークなどの活用経験が浅

い生徒でも十分履修できることを想定した「情報

A」，コンピュータに興味・関心を持つ生徒が履

修することを想定した「情報B」，情報社会やコ

ミュニケーションに興味・関心を持つ生徒が履修

することを想定した「情報C」を設置した。

新学習指導要領は，改訂の基本的な方向性やこ

の間の義務教育段階における情報教育の充実・成

果を踏まえ，義務教育段階でコンピュータや情報

通信ネットワーク等の活用経験が浅い生徒の履修

を想定して設置した「情報A」については発展的

に解消し，「情報の科学的な理解」及び「情報社

会に参画する態度」に関する内容を重視した科目

として「情報の科学」と「社会と情報」を設置し
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情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解

させ，情報機器や情報通信ネットワークなどを適

切に活用して情報を収集，処理，表現するととも

に効果的にコミュニケーションを行う能力を養

い，情報社会に積極的に参画する態度を育てる。

情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解

させるとともに，情報と情報技術を問題の発見と

解決に効果的に活用するための科学的な考え方を

習得させ，情報社会の発展主体的に寄与する能力

と態度を育てる。

た。具体的には，主に情報の科学的な理解を深め

る学習を重視した「情報B」と主に情報社会に参

画する態度を育成する学習を重視した「情報C」

の内容を柱にして，「情報の科学」，「社会と情

報」の内容を構成するとともに，各新設科目にコ

ンピュータや情報通信ネットワークなどを積極的

に活用する実習を多く取り入れている「情報A」

の内容のうち，義務教育段階では学習しない内容

を付加している。ここで留意しなければならない

ことは，こうした科目構成の改善は，情報活用の

実践力の育成を軽視したものではないし，座学中

心の指導でよいという考えはまったく持っていな

いということである。コンピュータや通信ネット

ワークを活用しながら学ぶ，という基本的な考え

は変わっていない。実習を重視するという考え

は，当然，新設の各科目にも引き継がれ，各科目

の学習によって情報活用の実践力及び情報モラル

に関する学習内容が共通に，かつより実践的に行

われるように改善が図られている。

なお，新設された各科目は共に，標準単位数が

２単位であることや選択必履修科目であること

は，現行の３科目と同様で変更はない。

（２）新科目の内容等について

○「社会と情報」について

「社会と情報」の目標は次の通りである。

科目目標にあるように，この科目は，情報が現

代社会に及ぼす影響を理解させるとともに，情報

機器等を効果的に活用したコミュニケーション能

力や情報の創造力・発進力等を養うなど，情報化

の進む社会に積極的に参画することができる能

力・態度を育てることに重点を置いて内容を構成

している。具体的には，「情報の活用と表現」，

「情報通信ネットワークとコミュニケーション」，

「情報社会の課題と情報モラル」，「望ましい情報

社会の構築」の４項目で構成している。

この科目の改善の主なポイントとして，次の２

項目を挙げることができる。

�情報を収集し，分析し，表現する学習活動や
効果的なコミュニケーションを行うために情

報機器や情報通信ネットワークを適切に活用

する学習活動をより一層重視している。

�情報の特徴や情報化が社会に及ぼす影響を理
解させるとともに，情報モラルを身に付ける

学習活動をより一層重視している。

○「情報の科学」について

「情報の科学」の目標は次の通りである。

科目目標にあるように，この科目は，現代社会

の基盤を構成している情報にかかわる知識や技術

を科学的な見方・考え方で理解し，習得させると

ともに，情報機器等を活用して情報に関する科学

的思考力・判断力等を養うなど，社会の情報化の

進展に主体的に寄与することができる能力・態度

を育てることに重点を置いて内容を構成してい

る。具体的には，「コンピュータと情報通信ネッ

トワーク」，「問題解決とコンピュータの活用」，

「情報の管理と問題解決」，「情報技術の進展と情

報モラル」の４項目で構成している。

この科目の改善の主なポイントとして，次の２

項目を挙げることができる。

�問題解決を行うために情報と情報技術を効果
的に活用する学習活動やそのために必要とな

る科学的な考え方を身に付ける学習活動をよ

り一層重視している。

�情報社会を支える情報技術の役割や影響を理
解させるとともに，情報モラルを身に付ける

学習活動をより一層重視している。

（３）情報モラルの指導について

答申は，社会の変化への対応の観点から教科等

を横断して改善すべき事項の一つに情報教育を位

置付け，その中でとくに，「学校では家庭と連携
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しながら，情報モラルの育成，情報安全等に関す

る知識の習得などについて指導することが重要で

ある。」（答申p．６５）と提言している。

そこで，情報モラルの指導については，「社会

と情報」と「情報の科学」の各科目の内容に情報

モラルを項目立てし，様々な場面において生徒が

対応方法を自ら考え，適切な行動がとれるよう生

徒が自ら考え，発表・討議する学習活動を多く取

り入れるなどして，これまで以上に実践的な能力

や態度が身に付くような内容に改善を図ってい

る。

５．専門教科「情報」改善の方向性

専門教科「情報」においては，情報技術の進展

や情報産業の構造の変化等への対応，情報の各分

野の学習で習得した知識と技術を総合的に活用す

るとともに問題を適切に解決する能力や態度の育

成への対応，職業人としての倫理観や遵法精神な

どの育成への対応の観点から，科目の新設を含め

た再構成，教育目標や内容の見直しなどの改善を

図った。

６．専門教科「情報」改訂のポイント

（１）科目構成

専門教科「情報」の

改善の方向性の趣旨を

踏まえ，現行の１１科目

を１３科目としている。

なお，情報の分野につ

いては，現行の専門教

科「情報」の分野であ

る「システム設計・管

理分野」と「マルチメ

ディア分野」の２分野

を引き継いでいるが，

産業構造の変化等に即

して現行の「マルチメ

ディア分野」を「情報

コンテンツの制作・発

信分野」と分野の名称

を改めたが，両分野ともその内容に大きな変更は

ない。両分野がそれぞれが目指す人材像は現行の

分野と同様である（イメージ図参照）。

情報の各分野の応用選択的科目で学習する知識

と技術を確実に身に付け，それらを創造的・実践

的に活用できるようにするためには，応用選択的

科目の学習に先だって専門教科「情報」における

基礎的な知識と技術を習得することが極めて大切

である。そこで，今回の改訂では，専門教科「情

報」における基礎的な知識と技術を学ぶ科目とし

て「情報産業と社会」，「情報の表現と管理」，「情

報と問題解決」，「情報テクノロジー」の４つの科

目を基礎的科目として位置付けている。各学校に

おいては，いずれの分野の学習を目指す生徒に対

しても，この４つの基礎的科目の重要性を十分考

慮に入れ，系統的な教育課程の編制・実施が望ま

れる（イメージ図参照）。

（２）情報技術の進展や情報産業の構造の変化等

への対応

情報技術の進展等に対応するためには，専門教

科「情報」における基礎的・基本的な内容に関す

る教育をより一層充実する必要がある。そこで，

専門教科「情報」に学ぶ生徒が身に付けなければ

ならない基礎・基本として，情報産業と社会との

改訂専門教科「情報」科目構成イメージ図
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かかわりの理解（キャリアにかかわる教育），情

報の表現と管理（ドキュメンテーションにかかわ

る教育），情報や情報手段を活用した問題の発見

と解決（ソリューションにかかわる教育）及び情

報技術（テクノロジーにかかわる教育）に関する

知識と技術の習得を位置付け，それぞれの内容で

構成する基礎的な科目として，「情報産業と社

会」，「情報の表現と管理」，「情報と問題解決」，

「情報テクノロジー」を設けた。

（３）情報の各分野の学習で習得した知識と技術

を総合的に活用するとともに問題を適切に解決

する能力や態度の育成への対応

情報の各分野の学習で習得した知識と技術を総

合的に活用するとともに問題を適切に解決する能

力や態度を育成することがますます重要となって

いる。このためには，各科目で習得した知識と技

術を様々な場面で適切に活用できるような実践的

な能力や態度を育てることが極めて重要である。

そこで，実習を通して習得した知識と技術を総合

的に活用する能力や態度の育成を目指した科目と

して，「情報システム実習」，「情報コンテンツ実

習」を設けた。また，情報と情報手段を活用した

問題の発見と解決に関する基礎的・基本的な知識

と技術を習得させる科目として「情報と問題解

決」を設けている。

（４）職業人としての倫理観や遵法精神などの育

成への対応

職業人としての倫理観等の育成については，専

門教科「情報」において，これまでも同様の内容

をはぐくむ指導を行ってきたが，職業倫理や規範

意識などのモラルの低下が社会問題化している現

状に対応するため，今回の改訂では，特に重視す

ることとした。具体的には，教科目標に「情報社

会の諸課題を倫理観をもって解決し，情報産業及

び社会の発展を図る能力と態度を育てること」を

明記するとともに，「情報産業と社会」において

技術や情報の守秘義務や法令遵守など，「ネット

ワークシステム」において人為的過失や自然災害

に対する安全対策などを取り上げるなど，情報技

術者としての倫理観や遵法精神を育成する指導の

充実を図っている。

７．おわりに

本稿では，新学習指導要領，普通教科「情報」

及び専門教科「情報」の改訂について概観した。

今回，学習指導要領を改訂することによって情報

教育や教科「情報」の学習内容等の枠組みを変更

した。これに伴い，各学校における取組も見直し，

授業を改善していただきたい。枠組みを変えて

も，実際の授業が変わらなければ効果はあがらな

いだろう。そこで，先生方には「真の情報教育，

真の情報活用能力とは何か」という原点を常に意

識し，日々の授業によって真の意味での情報活用

能力を生徒に身に付けさせることができているか

を常に問いかけながら，引き続き授業実践を積み

重ねていっていただきたい。各学校においては，

答申や新学習指導要領に示されている情報教育，

教科「情報」の改善内容等を構造的に理解してい

ただき，各学校での教育課程の編成・実施に当た

っていただきたい。
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